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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
私
た
ち
の
生

活
を
一
変
し
ま
し
た
。
経
営
破
綻
、
失
業
率
の
増
加
、

自
殺
率
の
増
加
な
ど
市
民
生
活
へ
の
深
刻
な
影
響
が
現

れ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
生
活
保
護
が
確
実
に
機
能
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
生
活
保
護
の
制
度
や
利
用
者
の
生
活
実
態

に
つ
い
て
は
、
正
し
い
理
解
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
生

活
保
護
利
用
者
に
対
し
て
、
２
０
１
２
年
頃
か
ら
、
激

し
い
バ
ッ
シ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
あ
た
か
も
生
活
保
護
の

不
正
受
給
が
横
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
誤
っ
た
報
道

や
、
生
活
保
護
を
利
用
す
る
こ
と
自
体
を
非
難
す
る
よ

う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
、
厚
労
大
臣
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
３
年
間
を

か
け
て
、
生
活
扶
助
基
準
額
を
平
均
６
．
５
％
、
最
大

１
０
％
も
引
下
げ
る
と
い
う
前
例
を
み
な
い
大
規
模
な

引
下
げ
を
行
う
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
生
活
扶
助
基
準
引
下
処
分
に
対
し
て
は
、「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
（
憲
法
２
５
条
）」

を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
取
消
訴
訟
が
提
起

さ
れ
て
お
り
、
岡
山
地
裁
で
も
係
属
中
で
す
。
か
つ
て

岡
山
の
地
で
朝
日
茂
氏
が
「
人
間
裁
判
」
を
闘
い
、
生

活
保
護
基
準
の
見
直
し
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
に
ち
な

み
、「
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
！
岡
山
人
間
裁
判
」
と

の
名
称
で
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、木
村
草
太
（
憲
法
学
教
授
）、吉
永
純
（
社

会
福
祉
学
教
授
・
元
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
を
お
招
き
し

て
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
森
岡
弁
護
士
か
ら
生
活
保

護
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、木
村
教
授
か
ら
は
、

生
活
保
護
制
度
の
憲
法
上
の
位
置
づ
け
や
、
運
用
上
の

障
害
に
つ
い
て
憲
法
上
ど
う
考
え
て
い
く
か
な
ど
を
、

吉
永
教
授
か
ら
は
、
生
活
保
護
利
用
者
の
生
活
実
態
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
の
力
関
係
や
、
あ
る
べ
き
支
援
の

姿
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
生
活
困
難
を
乗
り

越
え
て
い
く
た
め
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
、
私
た
ち
の
命
、

生
活
、文
化
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る「
生

活
保
護
制
度
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
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◉基調報告「生活保護の仕組み」　森岡 佑貴
　（岡山弁護士会所属、「人間らしく生きたい！岡山人間裁判」弁護団事務局長）
◉講演「コロナ禍と憲法・生存権」　木村 草太（憲法学教授）
◉講演「現代における生活保護の役割～コロナ、貧困、生活保護裁判から考える」
　吉永 純（福祉社会学教授）

◉基調報告「生活保護の仕組み」　森岡 佑貴
　（岡山弁護士会所属、「人間らしく生きたい！岡山人間裁判」弁護団事務局長）
◉講演「コロナ禍と憲法・生存権」　木村 草太（憲法学教授）
◉講演「現代における生活保護の役割～コロナ、貧困、生活保護裁判から考える」
　吉永 純（福祉社会学教授）

木村 草太
（憲法学教授）

吉永 純
（福祉社会学教授）

参加費無料 /予約不要 /手話通訳・要約筆記あり



講師：木村 草太 
1980 年生まれ。東京大学法学部卒。同助手、東京都立大学（旧首都
大学東京）准教授を経て、現在、同大学教授。憲法学。
著書に『平等なき平等条項論』（東京大学出版会）、『キヨミズ准教授
の法学入門』（星海社新書）、『未完の憲法』（奥平康弘先生の共著・潮
出版社）、『集団的自衛権はなぜ違憲なのか』（晶文社）、『憲法という希望』
（講談社現代新書）、『憲法の新手』（沖縄タイムス出版）、『社会をつく
る「物語」の力』（新城カズマ氏との共著・光文社新書）、『子どもの人
権をまもるために』（編著・晶文社）、『ほとんど憲法　小学生からの憲
法入門』（河出書房新社）など。

講師：吉永 純
花園大学社会福祉学部教授（公的扶助論）、全国公的扶助研究会会長、
日本社会保障法学会理事。1979 年京都大学法学部卒業、2010 年京都府
立大学大学院博士後期課程修了、博士（福祉社会学）。1982 年京都市
役所に入り福祉事務所を中心に、生活保護ケースワーカー（12年半従事）
をはじめ生活保護事務、生活保護監査、ホームレス支援などに携わる。
2006 年花園大学社会福祉学部助教授を経て 2008 年から現職。
著書に『生活保護の争点』（高菅出版、2011 年）、『生活保護「改革」
と生存権の保障』（明石書店、2015年）、『生活保護審査請求の現状と課題』
（明石書店、2020 年）、編著に『Q＆A 生活保護手帳の読み方・使い方 
第 2 版』（同、2020 年）、共編著に『無料低額診療事業のすべて』（ク
リエイツかもがわ、2019 年）、『判例 生活保護』（山吹書店、2020 年）など。

©岩沢蘭

※新型コロナウイルス感染拡大の状況に応じて、会場が使用できない場合があります。
　その場合は YouTube 配信のみとなります。
　弁護士会ウェブサイトの「お知らせ」に掲載しますので、来場前にご確認お願いいたします。
※体調が悪い方のご参加はご遠慮ください。入場前に検温・手指消毒していただき、
　マスクを着用していただきます。コロナウイルス感染発生に備えて、お名前・連絡先
　を所定の用紙に記入していただきます。
※会場内は換気を行っている他、座席の間隔を開けて着席いただきます。
※YouTube 生中継終了後も本年５月１５日まで
　岡山弁護士会公式 YouTube チャンネルで視聴できます。
※YouTube 視聴にはインターネット接続が必要です。
※映像の視聴となるため、データ通信量の消費にご注意ください。

※新型コロナウイルス感染拡大の状況に応じて、会場が使用できない場合があります。
　その場合は YouTube 配信のみとなります。
　弁護士会ウェブサイトの「お知らせ」に掲載しますので、来場前にご確認お願いいたします。
※体調が悪い方のご参加はご遠慮ください。入場前に検温・手指消毒していただき、
　マスクを着用していただきます。コロナウイルス感染発生に備えて、お名前・連絡先
　を所定の用紙に記入していただきます。
※会場内は換気を行っている他、座席の間隔を開けて着席いただきます。
※YouTube 生中継終了後も本年５月１５日まで
　岡山弁護士会公式 YouTube チャンネルで視聴できます。
※YouTube 視聴にはインターネット接続が必要です。
※映像の視聴となるため、データ通信量の消費にご注意ください。

ご参加時の注意事項


